
　

　

２
月
14
日（
木
）、
28
日（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
２
時

　
（
相
談
受
付
は
午
後
１
時
30
分
ま
で
）

【
場
所
】

　

大
隅
地
域
振
興
局
１
階

■
大
島
支
庁
で
の
実
施

【
日
時
】

　

２
月
19
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　
（
相
談
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

　

２
月
20
日（
水
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午

　
（
相
談
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

【
場
所
】

　

大
島
支
庁
別
館
２
階

【
共
通
事
項
】

　

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
ご
予
約

は
、
県
交
通
事
故
相
談
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
（
「
交
通
事
故
相
談
所
」で
検
索
）

問
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
２
６

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
　

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

働
き
・
働
こ
う
と
す
る
女
性
を
対
象

に「
わ
た
し
×
働
く
の
こ
れ
か
ら
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
を
開
催
し

ま
す
。

【
公
開
講
座
】

小
児
救
急
電
話
相
談
の

ご
案
内

　

県
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
さ

ん
の
急
な
病
気
や
け
が
な
ど
に
つ
い
て
、

看
護
師
な
ど
が
応
急
処
置
や
医
療
機
関

の
受
診
の
必
要
性
な
ど
の
助
言
を
行
う

「
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　

平
日
・
土
曜
日

　
　

午
後
７
時
～
翌
朝
８
時 

　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
　

午
前
８
時
～
翌
朝
８
時

【
電
話
番
号
】

　
「
♯
８
０
０
０
」
番
ま
た
は「
０
９
９
‐

２
５
４
‐
１
１
８
６
」（
携
帯
電
話
か
ら

も
利
用
可
）

　

※�

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
・
光
電
話
・

Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
市
外
局
番
が

「
０
９
８
６
」
の
地
域
の
固
定
電

話
か
ら
は
、「
０
９
９
‐
２
５
４
‐

１
１
８
６
」に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

※�

あ
く
ま
で
電
話
相
談
で
あ
り
、
判

断
の
参
考
と
し
て
も
ら
う
た
め
の

助
言
と
な
り
ま
す
。

問
県
庁
子
ど
も
家
庭
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
６
３

人
工
林
伐
採
跡
地
へ
の

再
造
林
に
つ
い
て

　

戦
後
造
林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

森
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
て
お
り
、
近
年
、
こ
れ
ら
の
森
林
の

伐
採
が
進
む
一
方
で
、
伐
採
後
の
再
造

林
が
行
わ
れ
な
い
森
林
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た「
森

林
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
に
関
す
る

か
ご
し
ま
県
民
条
例
」で
は
、「
植
え
る
・

育
て
る
・
使
う
・
植
え
る
」を
繰
り
返
し
、

健
全
で
持
続
的
な
森
林
の
維
持
が
重
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
再
造
林
を
行
う
場
合
の
補

助
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
補
助
事
業
を
十
分
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
森
林
の
伐
採
跡
地
に
お

け
る
再
造
林
を
確
実
に
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
県
庁
森
林
経
営
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
４
０
７

交
通
事
故
相
談
所
が
　

実
施
す
る
出
張
相
談
に

つ
い
て

　

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、

大
隅
地
域
振
興
局
お
よ
び
大
島
支
庁
に

お
い
て
定
期
的
な
出
張
相
談
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
２
月
末
ま
で
の
相
談
は
左

記
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

■
大
隅
地
域
振
興
局
で
の
実
施

【
日
時
】 

　

１
月
24
日（
木
）、

お知
らせ

技
術
専
門
校
入
校
案
内
」で
検
索
）

問
県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
０
２
１

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学

校
の
平
成
31
年
度
学
生

募
集
に
つ
い
て

　

農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
31
年
度
入

学
の
一
般
入
学
試
験（
Ｂ
日
程
）を
以
下

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

　

１
月
４
日（
金
）
～

　

21
日（
月
）※
必
着

【
試
験
日
】　

　

１
月
31
日（
木
）

【
合
格
発
表
】

　

２
月
８
日（
金
）

【
受
験
資
格
】

　

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
も
し

く
は
平
成
31
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の

者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
者

　

②
卒
業
後
に
農
業
に
従
事
す
る
見
込

み
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
者

※�

募
集
す
る
学
科
や
人
数
な
ど
詳
し
く

は
、
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
農

業
大
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
０
９
９
‐
２
４
５
‐
１
０
７
１

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

　

１
月
27
日（
日
）

　
「
新
し
い
生
き
方
、
働
き
方
の
ヒ
ン

ト
が
見
つ
か
る
～
二
極
化
時
代
の
新
提

言
～
」

　

講
師　

野
村
浩
子
さ
ん

　
（�

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
淑
徳
大
学
教
授
、

元「
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」編
集
長
）

【
セ
ミ
ナ
ー
】

　

２
月
３
日（
日
）、
17
日（
日
）

　

講
師　

髙
﨑
恵
さ
ん

　
（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
）

【
場
所
】

　

マ
ル
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ズ
５
階

　

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
参
加
費
】

　

無　

料

【
申
込
み
方
法
】

　

申
込
み
用
紙
に
て
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
お
電
話

【
申
込
み
先
】

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

※�

詳
し
く
は
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

☎
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
０
３
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